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2005年以降では契約が特別高圧または高圧（50kw以上）となっていれば、既存の東
京電力や関西電力などの一般電気事業者から新電力会社（PPS）に契約の切り替えが
できる事になります。
一般家庭などの小口需要家向けは、2016年春に全面自由化になる予定です。

切り替えできる契約の例建物などの例
特別高圧電力B 大規模工場など
特別高圧電力A デパート、オフィスビルなど
高圧電力中規模工場など
高圧電力Ａ小規模工場など
高圧業務用電力 スーパー、中小ビルなど

新電力PPS:Power Producer and Supplier



新電力と契約してもこのような心配がないように、安定して電力供給ができるよう
な仕組みがあります。 まずは送電線ですが、新電力と契約しても基本的には送電線
が変更になる事はありません。現在の送電線を使って新電力から電力が供給されま
す。また、発電設備のトラブルなどで一時的に新電力での電力供給ができない状態
の場合に備えて、 新電力会社は一般電気事業者などから電力を融通してもらう常時
バックアップの契約のシステムがあります。これにより、もし新電力が電力を供給
できない場合が生じても停電になることなく電力が供給されるような仕組みになっ
ています。
参考）適正な電力取引についての指針（2011年9月5日改定版：公正取引委員会・経済産業省）

新電力で供給できる電力は、東京電力などの一般電気事業者に比べるとまだまだ少
なく、これから新電力と契約を検討している需要家にとっては、安定して供給で
きるのだろうかという心配があるかも知れません。いくら電力料金が安くても、
時々停電したりするのでは困ります。

2015年4月17日現在、届け出がある新電力会社（PPS：特定規模電気事業者）は654
社あります。また、2016年春には電力の全面自由化に伴い、一般家庭でも自由に
新電力と契約できるようになる事から、これからこの分野に進出してくる企業も
たくさん出てくると思われます。

年間約1～8％程度の電気料金削減が可能なPPS

PPS事業者登録をいたします。

http://www.jftc.go.jp/hourei.files/denki.pdf


農業
契約電力 使用電力量 従来料金 エコサブ 削減額 削減率

46kW 84,622kWh 1,115,374円 1,073,063円 42,311円 3．7％

物流
契約電力 使用電力量 従来料金 エコサブ 削減額 削減率

116kW 277,817kWh 4,593,154円 4,454,245円 138,909円 3．0％

工業
契約電力 使用電力量 従来料金 エコサブ 削減額 削減率

192kW 538,214kWh 6,969,937円 6,700,830円 269,107円 3．8％

福祉施設
契約電力 使用電力量 従来料金 エコサブ 削減額 削減率

223kW 703,253kWh 8,902,685円 8,551,058円 351,627円 3．9％

遊技場
契約電力 使用電力量 従来料金 エコサブ 削減額 削減率

278kW 990,933kWh 16,952,158円 16,456,691円 495,467円 2．9％

テナントビル
契約電力 使用電力量 従来料金 エコサブ 削減額 削減率

279kW 806,533kWh 10,659,644円 10,256,377円 403,267円 3．7％

ゴルフ場
契約電力 使用電力量 従来料金 エコサブ 削減額 削減率

400kW 1,331,520kWh 17,505,091円 16,839,331円 665,760円 3．8％

自治体施設
契約電力 使用電力量 従来料金 エコサブ 削減額 削減率

338kW 601,536kWh 14,029,490円 13,159,662円 869,828円 6．2％

年間約1～8％程度の電気料金削減が可能なPPS



申し込みから契約まで



切り替えて効率がいい場所は負荷率が低い場所です。
「設備規模のわりに電力の使用量が少ない方」（＝「負荷率」が低い）です。
その代表的な例が、主に平日の昼間に電力消費が集中する中・小規模の事務所
ビル、学校、役所などです。

負荷率とは

負荷率とは？
契約電力（kW）に対して、年間どれくらい電力量（kWh）を使用したかを表す
電気使用の稼働率
＝年間使用電力量÷（契約電力x8,760時間）
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